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履史資料とは?

歴史を認;識するための素材/紙資料に限定されなし、! 多様な媒体が歴史資料になりう

-現代資料

阪神・淡路大震災

1995年(平成7年)1月17日午5時46分、

震源淡路島北部 M7.3

死者 6，434名行方不明者 :3名負傷者:43，792名

避難人数 30力名以上

住家被害企壊104，906棟半壊144，274棟

部損壊390，506棟

火災被害住家令焼6，148棟

全焼損(非住家・住家共)合計7，483練

一次資料

1.震災体験・記録の保存

手記、ピラ、日記、写真、現物など加工してない資料

2.譲歩え遺跡の保存野島|開吾、神戸の壁

二次資料

4. 

試写真資料は124，431牧2009年l日月末現在

-61-

③ 



古文書整理5つの涼則

「出所(しゆっしょ)の原則J

ある家(出所)の文書と他の家のえ害を混ぜ合わせてはいけない，とし、うもの。最も基本的な原則です。

「原秩岸尊重の原則」

ある文喜群が実際に現用文書として使われてし、た時の配列状態源開芋)を出来る限り尊重して整理する

というものo 111¥所の原則」と並んで重要かっ基本的な原則、です。

「現伏置蟻の原則J
ある文書群を主主里する際，監呈される直前の状態(現毘c~JJ)を日三表しておかなければならない， とし、うも

の。実際に所蔵者の所で保管されていた状態をスケッチや写虞・ヒ?オ撮影などの方法で記録します。ま

た文書の束をほどいて整理にかかる際にもヲ束をほどく自iiの状態を同様に記録します。

「平等取り扱いの原則J
文書群の中から，整理しそr9ーし、もの，内容の面白そうなものだけをヒ。ックアップして整理しではならない，
というもの。基本的に，全ての古文書には同等の価杭があると認めて整理するということです。

「原形保序の原則J

袋や;主断などによる一括:状況を言論tしたり，包が未開封である場合には，未開封であることを記録するな
ど，文書の以形を保存し，もしくは記録にとどめておく， というものです。原形保存ということでは，折

り目もそれ自体大切な情報であり，消さないようにするのが附則です二

(~広島県:古文書館だより』第 17 号参照)

古文書解読の基礎
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E整理の手!頓

① λ害を1点ごとに整蛸番号(仮番号)を付した村筆をはさみながらカードを作成じ亡し、く。
② λ害苦手全体のカード作成が完了してカも通番号を付け、;文書にラベノレを添付し、付筆を外すっ
③カードに某づき目録を作h¥(;寸ーる。

④文書を返却するなどの事情で、必要がある場合は写真撮影をおこなう。大量である場合は表紙のみ、

内容が重要である場合は全史料とするなど適苗影する。また?最影後は完全に整理前の状態ぺ隻元

す『る。

1 -i整里前の準備

-手を洗い、腕時計べ唾謙信品など文書を傷つけぬよう外す0

.机のとの汚れや水分を拭きとる。

I 証文書の取り扱し、注意事頁

-整理の際にl士、ンャーブCペンシルではなく鉛筆を能崩し、文書に直接記入したり、文書を消しゴムでこ

するなど出絶対に避けること。

-万 A破損した場合、ボンドなどで貼り合わせたりせず、責任者の*IJ断を仰ぐこと。
-文暫字の形態を壊さぬよう、特に“こより"などによる A括の状態に注意を払う。整理後は完全に整

理前の状態へ復元することが望ましい。

E文書カードの作成

記入する事項は、来歴/仮番号/表題/午月日/差出/宛名/形状/数量/備考とする。
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-原題があり、それだけでは内容が把握できなし、場合(覚など)は以下のようにとり、補う。

{例] 覚((](]女割義諸費用につき)

-原題がなし、場合は以下のようにとる。

{例] [(]月O日買い物につき勘定控]
・新宇体でとる。 拍→控、覚→覚など統

※人名.士地臨名については統一せず丈喜の表記にしたカが1巧う O

iv年月白

・文書が作):1)とされた年月日をとる。内容と作成午代iこ蓋童がある場合もあるため注意を払う。

-元号とそれに対応する西暦の両方をとる。アラビア数字。元号が判明する場合には干支は不要。閏な

どは記入する。朔日/日毎日などは文書の表記にしたがう。

・元号が無く、二子支のみ判明する場合は干支をとる。

-憶測(内容から判断)で年代をとらなし、((](]年カとして備考に記入L，
Il-v差出・宛名

・役職者(庄屋/年寄/戸長など)は取協とともにすべてとる0

・その他の人名については、以下のようにとる。

[例] (]兵衛、 O主講門、~(以下計 5名までとる)外ム名

・印のある者は名前の後に⑮と記入する。路印もとるo

Il-vi形状・数量

・冊子は、塾張/横脹/横半|脹などとする。
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{例]2-1と関連カ

-その他関連する事項について漏らさず記入すること。

璽呂録の作成・ラベル貼付作業

盟-1目録の作成

.u録については将来的にはi画像も含めたデータ管理システムなどに入力することが望ましいが、現段
階ではさしあたり Excelなどによる入力とする。

{目録例]

盟 垣ラベノレ鮎イ寸什業

. ラべ/ルレ時買鮎占剖イ寸訓にこ功カか冶功小カか冶る道具などにつし

らカか迫じめ手洗いや宇凡I土二のj清青掃などをおこなつたうえはじめること O

-貼イ寸に際しでは刷毛などを用いても良いが、清潔な:::f.でおこなう方が市瞬間な作業に適する0

.糊が他の筒所に付着することのないよう注意を払う。

・万五呉ったラベルを貼付したり、付着したりした際には無理に引きはがさず、責任者の'l'iJ断を仰ぐこ
と。

-イ捜がタトれるなどして番号が不明とならぬよう注意を払うo

IV文書の保管環境について

大環境=保管場所小環境=保管容器/温度200C 温度55%

-専門施設の収蔵庫であることが望ましいがそうでない場合で、もト官の条件を満たすことが適切であるo

CD外部の湿気や有害物質を室内に浸入させないこと。

アンモニア、
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どを用いるc こと
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